
 

令和７年度 第１回  保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 相談支援部会（定例会） 

日 時     令和７年４月２５日（金）15:30 ～ 17:30 

開催場所 保土ケ谷区役所 地下会議室 

出 席 者 

常盤台病院、かけはし、十愛病院、タキオンネクスト、西部就労、ウィング、ゆめ、ハー

モニー、てらん広場、オレンジ、いわまワークス、発達障害者支援 C、たっちほどがや、

延命法律事務所、光風会、エススタイル、包摂、コンシェル、なないろ、ネクサス、 

恵和、わおん、光の丘、夢 21、区、生活 SC、基幹 ※敬省略 

◆受付＝基幹、区 記録＝生活 SC 進行管理＝基幹 

 

欠 席 者 かのん相談室、サポートセンターオリーブ 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 
○前半：座談会（入所施設の実態、地域移行・地域定着、地域生活支援拠点について） 

〇後半：グループワーク 

議 事 

 

１、事務局より：相原部会長（15:30－15:35） 5分 

・開会のあいさつ／ 

・今年度の事務局紹介 

・新規参加の方のご挨拶 

・今年度の振返りと次年度について（※R6年度報告書、R7年度計画書） 

 

２、「入所施設の実態、地域移行・地域定着、地域生活支援拠点」に関する 

講義 ＆ 座談会（15:35－16:30） 30分 

① 講義：入所施設「恵和青年寮」の副施設長・佐野氏 

・地域移行の推移をみると、自法人の GH作った時以外はなかなか難しいのが現状。 

・地域で一番大事なものはソフト面。拠点でどう人材育成し、派生させていくかが大事。 

・短期入所で地域資源を利用しながら、期限つきでメリハリのある支援が実現できるので

は。現在、短期で受けて地域で暮らす準備をすることで、回転率を上げられている。 

地域生活支援拠点の質や機能の向上を図り、対応出来れば良いと考えている。 

・住まいの形は以前よりは選択肢が増えている、個別性の高い支援が重要。 

 

② 座談会：佐野氏（恵和青年寮）、上村氏（光の丘相談室）、雲居氏、溝部氏（てらん広

場相談室） 

☆計画相談として自分の役割として求められていること、何が出来るか考えて聴く！ 

入所施設として、知って欲しい事・協力して欲しい事を話して頂く。 

 

佐野氏：入所は閉鎖的なので外部の相談の方を外さないようにしている。 

一緒にその方について考えてくれる方が外部にいると良いので、意図的に依頼している。 

経営的なことも考えなら、他のサービス利用を試すチャンスでもある。３割は計画ついて

いないため、受けて下さる方がいたらお願いしたい。 

 

雲居氏：入所施設の実態として、４０年前当時の体制は大変だった。てらん広場が初めて

ユニットを作った。３０年で２００名強地域移行している。強度行動障害の方が入所した

第１号様式 



GHが出来たが、一人暮らしを目標に支援開始した。環境の違いで、地域の中でひとりひ

とりの生活を作っていったら穏やかに暮らせるようになった。４月の担当変更時期は不安

定になるが、基本的には落ち着いている。 

・問題行動が多いから入所施設に申し込む方が多いが、集団が苦手な人が多い。個別に地

域で支えていけるかが非常に大事。 

・溝部氏：実際の地域移行はどうか。外部の計画がついてもらえることが少ない。 

自法人で GH を立ち上げて卒業することになる。施設で入所のためのグルーピングをす

ることが多いが、本当に地域移行のニーズがあるか、施設側の都合もあるかと感じる。施

設と地域をつなぐ存在として、外部の計画が入ってくれると良いと感じる。 

 

上村氏：一法人で支援を完結する時代ではない。 

１０月から原則計画相談利用が入所条件となる。自法人内計画でも、地域移行の意識があ

り、入所施設に求めるものを理解していれば良いと思う。 

計画相談の方には地域移行を意識した個別支援を考えてほしい。 

入所中の方も他法人の生活介護に通っていけると良いのでは。他の法人の日中活動を探す

ためにも、計画相談が入っていると良いのでは。日中活動先が決まっていないのに、地域

移行する事は難しい。入所施設の役割はその人が地域でどのような暮らしができるかアセ

スメントすること。寮付きの大学に行くようなイメージ。自分でも合っているところを考

え、専門家としてアセスメントする場所であると良い。 

計画相談として、個別支援会議の中で話し合い、最長でも５年で地域移行できるように目

指せると良い。 

制度は現場から挙がった声で作るもの。現在１床に１００人の希望ある状況。入所施設が

正しい評価機関としての役割が果たせると良い。 

一法人で地域移行は難しい。拠点の整備につながるのでは。 

佐野氏：色々な機関に会議に出て頂き、色々な意見を伺えた。その中だけの価値観になら

ず、多面的にみる仕組みとして、連携・共同が大事。 

人材育成も含めて一緒にやっていけると良いのでは。 

家庭に戻れるうち入所できると良いが、それが難しい状況になって入所希望する方が多

い。ミドルステイの活用も検討して欲しい。 

地域活動ホームの４床、緊急枠があるので、ここをもっと有効的に使えると良いのでは。 

地域で生活を支える、それを計画相談でつくりあげることが大事。 

家庭が破綻しないようにどう支えるかが大事。 

予防的という視点も計画に求められているもの。 

定期モニタリングでキャッチすることも計画相談の役割である。 

入所施設に本人の意向確認する用紙を作っていく予定と横浜市から聞いている。 

 

上村氏：本人に確認することの難しさ、計画や後見人など本人の代弁をする人がいないの

が課題。入所している人に対する直接支援者が、自信をもって計画相談に言えるか。言語

的コミュニケーションが難しい方の意向を、本人の生活の中から見出す。多くの支援者・

関係者から丁寧に聞き取りを行ってほしい。 

 

佐野氏：大規模施設でなく小規模が良いのでは。小集団で京都にある「あん」では７名程

度のユニットケアが望ましいと言っている。小集団をどう作っていくか、対人恐怖がある



方は玄関を分けるなど、工夫が必要。 

 

上村氏：光の丘はあんに見学に行き、インスパイアを受けて施設を作った。対応する人が

必要だという事が課題。 

評価を作った上で外部の資源が使えるようになれば、本人にとって必要な体制をつくれる

のではと思う。 

 

遠藤氏： 

今ある既存のサービスに＋アルファ役割をつけないと、入所施設が担っていたものが受け

止めきれないことが地域課題。 

これから派生する地域の課題はなにか、目を向けていけると良い。 

 

 

３、グループワーク、共有（16:30～17:15） 45分 

・グループワーク（テーマ講義、座談会の所感の共有、地域移行・地域定着を目指す

中で計画相談としてできること） 個のケースから地域づくりへ視点を転換する！ 

 

・共有タイム 

【２グループ】 

・地域、入所施設相互で知らないことが多い。 

入所者も基幹相談を利用し、地域の資源を使えると良い。 

・地域移行をしたい人の受け皿が実際あるのか、その後の支えが整っているとはまだ

言えない。どう繋がりを作っていくか、広げていくか考えるべき。市・国に要望を伝

えるべき。 

 

【５グループ】 

・地域移行を円滑に進めるにはアセスメントが大事。障害者の高齢化も課題なので、

高齢と障害の連携、高齢のサ高住、体験の場の必要性について話した。 

制度が不足している。 

・計画相談が障害を持つ方の生きづらさをうまく代弁、伝えていくためのアセスメン

トのスキルが求められる 

家族が施設入所を選んでいるのはバックグラウンドがある。齟齬がないよう、理解促

し、啓発も同時に行っていくことが大切。 

障害がある方もどのような生活が良いか選べるようになるのが大切。 

 

   

３、登壇者からの感想等 （17:15～17:20）5分 

佐野氏（恵和青年寮）、 

計画の方と一緒に協力してやっていきたい。 

 

上村氏（光の丘相談室）、 

皆の力で機能できる施設にしていきたい。 

 



雲居氏（てらん広場相談室） 

過去アメリカに研修に行ったが、施設解体が進んでいた。帰国後病院・警察・入所施設

がずっとあると話したらバッシングだった。 

計画として地域移行できるよう邁進して頂きたい。 

 

溝部氏 

入所している方は地域を選ぶことすら難しい。情報・選択肢がない状態。 

施設と地域の距離がもっと近付く取り組みをしていきたい。 

 

☆皆で協力してやっていきましょう！ 

 

  

５、情報提供など （17:20～17:30） 10 分 

・自立協全体会 5月 15 日公会堂にて開催 

・オレンジよこはま新規受け入れ終了 

 

５－１ 協働体制の進捗報告 

・わおん田中氏より 

３月から開催中。これから請求となるが、この動きが展開されると良い。 

 

 

５－２ 事業所訪問について 

【５月の予定】➡ ５月 19日（月）PM   

         ５月 21日（水）AM 

         ５月 23日（金）PM 

 

 

５－３ 計画相談の実施状況 

 

【計画相談の実施状況】R７年２月末実績（３月主任連絡会）※R７年１月との比較 
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【その他基幹より情報共有】 

・ヒアリングから把握した計画相談支援の実施状況について ※別紙参照 

・十愛病院相談室「訪問型勉強会」の案内 ※別紙参照 

→昨年度から少人数の対話型の勉強会実施。事業所に訪問し実施。 

 

 

 



６、まとめ挨拶 

 

相原部会長より  ・そのほか、事業所 PR、研修案内 等 

         ・次回予告   

・〆のあいさつ  

 

 

 

 

 

 

   

次回 相談支援部会  

日時：令和７年５月９日（金）９：３０～１１：３０ 

① CW/MSW 顔合わせ 場所：保土ケ谷区役所 地下会議室  

② 交流会  場所：かるがも２階多目的ホール 

③  


